
（案）

国立大学法人福井大学

令和７事業年度

決　算　報　告　書



(様式２－１）

国立大学法人福井大学　

差　　　額
（決算－予算）

　 　 　
9,679,096,000 10,212,824,646 533,728,646 （注１）
1,368,550,000 1,315,965,556 △ 52,584,444 （注２）
1,000,639,000 2,847,138,606 1,846,499,606 （注３）

6,000,000 8,000,000 2,000,000
26,201,784,000 27,204,723,785 1,002,939,785
2,849,000,000 2,528,543,943 △ 320,456,057 （注４）

23,035,523,000 24,254,283,688 1,218,760,688 （注５）
317,261,000 421,896,154 104,635,154 （注６）

2,159,500,000 2,552,589,890 393,089,890 （注７）
298,133,000 290,162,264 △ 7,970,736

1,030,700,000 1,008,623,000 △ 22,077,000
73,878,000 34,575,172 △ 39,302,828

　　引当特定資産取崩 129,995,000 120,057,737 △ 9,937,263
41,948,275,000 45,594,660,656 3,646,385,656

35,314,003,000 35,293,062,597 △ 20,940,403
13,752,093,000 13,321,312,875 △ 430,780,125 （注８）
21,561,910,000 21,971,749,722 409,839,722 （注９）
2,405,250,000 2,332,588,556 △ 72,661,444 （注１０）

863,240,000 2,632,458,989 1,769,218,989 （注１１）
2,159,500,000 2,370,379,961 210,879,961 （注１２）
1,206,282,000 1,203,935,473 △ 2,346,527

41,948,275,000 43,832,425,576 1,884,150,576

- 1,762,235,080 1,762,235,080

※補助金等収入には、授業料等減免費交付金等が526,197,800円含まれており、本補助金は授業料等免除に使用しております。

○予算と決算の差異について
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（注５）

（注６）

（注７）

（注８）

（注９）

（注10）

（注11）

（注12）

　　補助金等収入

令和７事業年度　決算報告書

　　　　　　　 （単位：円）

区　　分 予　算　額 決　算　額 備　　　考

 収入
　　運営費交付金
　　施設整備費補助金

計

    大学改革支援・学位授与機構施設費交付金
　　自己収入
　　　　授業料、入学料及び検定料収入
　　　　附属病院収入
　　　　雑収入
　　産学連携等研究収入及び寄附金収入等
　　引当金取崩
　　長期借入金収入
　　目的積立金取崩

計

 支出
　　業務費
　　　　教育研究経費
　　　　診療経費
　　施設整備費
　　補助金等
　　産学連携等研究経費及び寄附金事業費等
　　長期借入金償還金

　補助金等については、交付額が見込みより多額であったことにより、予算額に比して決算額が1,769,218,989円多額となっ
ています。

収入－支出

　運営費交付金の差額533,728,646円は、主に予算段階では予定していなかった教育・研究基盤の維持に係る補正予算等が交
付されたことによります。

　施設整備費補助金については、予算段階で予定していた事業の計画変更等により、予算額に比して決算額が52,584,444円
少額となっています。

　補助金等収入については、国等からの補助金の獲得に努めたため、予算額に比して決算額が1,846,499,606円多額となって
います。

　授業料、入学料及び検定料収入については、主として授業料の減免により、予算額に比して決算額が320,456,057円少額と
なっています。

　附属病院収入については、手術件数の増加等による診療報酬請求の増加により、予算額に比して決算額が1,218,760,688円
多額となっています。

　雑収入については、入構料等の増加により、予算額に比して決算額が104,635,154円多額となっています。

　産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、受託研究等の獲得に努めたことにより、予算額に比して決算額が
393,089,890円多額となっています。

　教育研究経費については、予算段階で予定していた支出が補助金で財源措置されたことにより、予算額に比して決算額が
430,780,125円少額となっています。

　診療経費については、医薬品・医療材料費の増加により、予算額に比して決算額が409,839,722円多額となっています。

　施設整備費については、（注２）に示した理由により、予算額に比して決算額が72,661,444円少額となっています。

　産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、（注７）に示した理由により、予算額に比して決算額が210,879,961
円多額となっています。




